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【目的】不純物をより少なくした透析膜原料に変更したCLEE-15N(NEW)の透析中の

血液凝固活性について従来の CLEE-15N(OLD)と比較した。 

【方法】3 症例にて各透析器の 2週間使用後に透析(HD)開始時、30 分時、HD終了

時の Plt 数、TAT、β- TG を測定した。IL-6 の比較は HD開始時と 30 分時とした。

また無ヘパリン透析中の開始時と 30 分時にて ACT を測定した。 

【結果】NEW使用時のPlt 数は漸減し、HD終了時には開始時やOLDに比し、有意

に低下した(p＜0.04)。ACT は 3 症例ともに OLD に比し、短縮は抑制された。TAT

は 30 分時で 12.9±3.2μg/L と上昇したが、HD 終了時では 8.7±0.7μg/L まで低

下した。OLD使用時のβ- TG は 3症例ともに上昇したが、NEW では 2症例でその

上昇はみられなかった。IL-6 は残血を認める症例で上昇を認めたが、透析器によ

る差異はなかった。 

【結論】コットンリンターを変更した CLEE-15N の透析中の血液凝固活性は OLD に

比し、抑制された。 

 


